
財政状況の公表
「令和５年度予算執行状況」
みんなのひろば

「八木駅新駅舎３周年記念式典」ほか

TOPICSTOPICS

「笑顔・感謝・未来」
スポーツを通じて育む心と体

特集

TOPICSTOPICS 駅
長
就
任



2広報なんたん6月号

南
丹
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団　
本
部
長

中な
か

村む
ら　

裕ひ
ろ

予よ　
氏

　
日
本
体
育
大
学
を
卒
業
後
、
中
学
校
の

体
育
教
員
や
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
を

歴
任
し
、
現
在
も
サ
ッ
カ
ー
と
バ
ス
ケ
ッ

ト
チ
ー
ム
の
指
導
や
南
丹
市
ス
ポ
ー
ツ
協

会
副
会
長
、
南
丹
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

（
代
表
）、
社
会
福
祉
法
人
長
生
園
理
事
長

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
、
南

丹
市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
笑
顔
・
感
謝
感
謝
・
未
来
」

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
育
む
心
と
体

特 
集
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と
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
始
ま
り

　

息
子
が
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
始
め
は
保
護
者
と
し
て

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
関
わ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
も
と
も
と
体
育
教
師
を
し

て
い
た
経
験
も
あ
り
、
学
生
の
頃
か
ら

ス
ポ
ー
ツ
と
関
わ
っ
て
い
た
の
で
、
周

り
か
ら
指
導
者
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
の

声
を
い
た
だ
き
、
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の

コ
ー
チ
に
な
り
ま
し
た
。

　
当
時
の
指
導
者
と
し
て
の
私
は「
怖
く

な
い
と
あ
か
ん
。
な
め
ら
れ
た
ら
あ
か

ん
。
私
は
正
し
い
！
」と
い
う
考
え
で
、

古
い
教
員
体
質
の
ま
ま
で
し
た
。

る
気
づ
き
か
ら
、

指
導
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

　
指
導
方
法
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
る
中
、

あ
る
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
、
厳
し
く
責
め
た
り
、

自
分
が
正
し
い
と
思
う
方
向
に
行
動
さ

せ
る
指
導
方
法
は
間
違
い
だ
と
気
づ
か

さ
れ
ま
し
た
。

　
『
人
は
、
変
え
ら
れ
な
い
し
過
去
も
変

え
ら
れ
な
い
。
で
も
自
分
と
未
来
は
変

え
ら
れ
る
。』

　

そ
し
て
、
人
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分

は
こ
う
な
り
た
い
と
い
う
願
望
が
あ
り
、

人
生
理
念（
価
値
観
や
信
条
）や
人
生
ビ

ジ
ョ
ン（
人
物
像
や
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
）

と
い
う
自
分
の
物
事
の
判
断
基
準
に
な

る
目
的
を
持
ち
、
そ
こ
か
ら
い
つ
ま
で

に
何
を
す
る
の
か
と
い
う
目
標
を
設
定

し
、
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
計
画
、

日
々
の
実
践
が
大
切
だ
と
学
び
ま
し
た
。

　

私
自
身
、『
愛
・
つ
な
ぐ
・
輝
く
』と

い
う
人
生
理
念
、『
縁
あ
る
人
を
幸
せ
に

導
き
貢
献
す
る
』と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
持

ち
活
動
し
て
い
ま
す
。
南
丹
市
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
で
は
、『
笑
顔
、
感
謝
、
未

来
』と
い
う
理
念
を
掲
げ
、『
自
分
を
応

援
し
て
く
れ
る
フ
ァ
ン
を
つ
く
る
』と

い
う
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。
笑
顔
あ

ふ
れ
る
選
手
や
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
元

気
に
ス
ポ
ー
ツ
で
き
る
こ
と
へ
の
感
謝

を
持
ち
、
そ
の
活
動
内
容
が
未
来
あ
る

子
ど
も
た
ち
の
夢
や
世
界
に
繋
が
る
よ

う
に
。
そ
し
て
、
応
援
し
て
も
ら
え
る

自
分
に
な
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
姿
や

チ
ー
ム
作
り
が
理
想
で
あ
る
の
か
、
勝

ち
負
け
だ
け
の
判
断
で
な
く
、
仲
間
を

大
切
に
し
た
り
、
準
備
や
片
付
け
、
挨

拶
が
で
き
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
以
外
の

こ
と
も
で
き
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
が

考
え
、
選
択
し
行
動
す
る
こ
と
で
、
主

体
性
を
伴
っ
た
育
成
が
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

体
性
を
育
み
、
日
本
を
代
表
す
る
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
を
目
指
し
ま
す

　

南
丹
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
子

ど
も
た
ち
の
成
長
や
、
指
導
者
、
保
護

者
が
ワ
ク
ワ
ク
す
る
笑
顔
あ
ふ
れ
る
数

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

5
月
11
日
に
開
催
し
た
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
普
段
は
違
う
チ
ー
ム
で
プ
レ
イ
し

て
い
る
仲
間
た
ち
と
の
交
流
を
通
し
て

自
主
性
を
育
み
、
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を

目
的
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
年
々
、

イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
が
増
え
、
毎
年
参

加
し
て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
も
い
て
、

成
長
を
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
今
年
か
ら

指
導
者
と
保
護
者
向
け
の
研
修
も
企
画

し
、
取
組
内
容
の
目
的
や
理
解
を
図
り

ま
す
。

　
こ
う
し
て
三
者（
子
ど
も
・
指
導
者
・

保
護
者
）が
と
も
に
成
長
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
活
性
化
、
住
み
よ
い
街
づ
く
り
、

『
承
認
し
あ
え
る
社
会
の
実
現
』『
い
じ

め
・
差
別
・
虐
待
の
な
い
豊
か
で
明
る

い
社
会
の
実
現
』に
繋
が
る
と
考
え
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
何
を
学
び
ま

す
か
。
子
ど
も
た
ち
の
成
長
や
未
来
へ

の
貢
献
。
南
丹
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は

2
0
2
8
年
日
本
を
代
表
す
る
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
を
目
指
し
ま
す
。

私あ

主
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月
11
日
に
第
5
回
南
丹
市
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
南
丹
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
所
属

す
る
子
ど
も
ら
が
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
交
流
を
通
し
て
人
間
関
係
を
築
い

た
り
、
他
団
体
と
の
関
係
性
を
深
め

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ

れ
た
交
流
会
は
、
市
内
の
各
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
か
ら
総
勢
約
1
5
0
人
の
子

ど
も
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
各
班
に
分
か
れ
、
京
都
る

り
渓
温
泉
施
設
へ
向
か
う
渓
流
歩
道

を
歩
い
た
後
、
昼
食
の
B
B
Q
を
楽

し
み
、
普
段
あ
ま
り
関
わ
る
こ
と
の

な
い
他
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
仲
間

た
ち
と
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昼
食
後
は
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
交
流
と
し
て
体
を
使
っ
た

各
班
対
抗
の
簡
単
な
ゲ
ー
ム
が
行
わ

れ
、
各
班
か
ら
立
候
補
し
た
リ
ー

ダ
ー
が
中
心
と
な
り
、
他
班
と
競
い

な
が
ら
笑
顔
で
体
を
動
か
す
様
子
が

伺
え
ま
し
た
。

「
絆
」
深
ま
り
「
笑
顔
」
輝
く

5

交流会　参加者インタビュー
5月11日の交流会に参加していた

子どもたちに感想を聞いてみました！

最初は子どもたちと仲良くなれるかなと不安でしたが、
子どもたちの方からたくさん話しかけてくれて仲良くな
ることができました。自主性を持った子ばかりで、私の
ほうがはっとさせられる時もありました。今日はありが
とうございました。　　　　　　　　　【スタッフより】

最高の一
日

　　　で
した！！

スリル満点の山登りもできたし、BBQもできたし、とても最高の一日でした。

初めてこういうところでリーダーになれて、いい体験になってよかった。
初めての人ばっかりだったけど、
仲が深められてよかったです。

３回目楽しかったです！また行きたいです。いい経験になったので、今後に生かしていきます。

楽しかったし
、また行きた

いです。

友達とグル
ープが分か

れたけど、

新しい友達
ができました

！

最高の気分でした
！

これからもこんなイ
ベントに

参加したいです。
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スポーツ少年団とは？
　昭和39年の東京オリンピック競技大会の開催決定を
きっかけに起こった、「オリンピック青少年運動」の一環
として、同大会に先立ち昭和37年に「スポーツによる青少
年の健全育成」を目的に創設されました。

　全国で団数約2万7千団があり、60種類以上の種目が
あるスポーツ少年団。団員数約54万人の子どもたちが活
動を通じて多くのことを学び、経験し、成長しています。

（※令和4年度現在）

　南丹市スポーツ少年団においては、年々、団体・団員数
が増加してきており、令和6年度は24団体、団員約500
名となる見込みです。

（令和4年3月31日時点：21団体、団員447名）
（令和5年3月31日時点：21団体、団員468名）

南
丹
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
事
務
局

（
南
丹
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
内
）

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
０
０
３

南丹市スポーツ少年団の詳細はこちらから
（南丹市公式HP）

PICK UP

YouTubeにて公開中！YouTubeにて公開中！
　南丹市公式YouTubeチャン
ネルでスポーツイベントの様
子や各団体の紹介動画を公開
しています。
　代表者や参加者のインタ
ビュー、練習風景などを３分
程度の動画にまとめています。
興味のある方はYouTube内で

「南丹市スポーツ少年団」で検
索してください！

［
Q1
］何
歳
か
ら
登
録（
入
団
）で
き
る
の
?

［
A1
］満
3
歳
か
ら
登
録
で
き
ま
す
。

（
た
だ
し
、
各
団
体
に
よ
っ
て
募
集
年
齢
に

違
い
が
あ
り
ま
す
。）

［
Q2
］ど
ん
な
人
が「
指
導
者
」に
な
っ
て
い
る
の
?

［
A2
］「
指
導
者
」は
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
公
認
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
資
格
を
保
有
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
団
に
は
指
導
者
が
2
人
以
上

い
る
の
で
、
団
員
は
安
全
に
活
動
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

［
Q3
］お
金
は
か
か
る
の
?

［
A3
］運
営
に
必
要
な
会
費
な
ど
が
か
か
り
ま
す
。

そ
の
他
、
競
技
に
よ
っ
て
用
具
、
試
合
着

な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
各
団
体

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
Q4
］新
た
に
新
規
団
の
設
立
を
し
た
い
の
で
す

が
、
条
件
は
あ
る
の
?

［
A4
］ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
理
念
に
賛
同
し
、
10
名

以
上
の
団
員
と
2
名
以
上
の
理
念
を
学
ん

だ
指
導
者
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
南
丹

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Q
＆
A
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令
和
５
年
度 

予
算
執
行
状
況

　市民の皆さんの税金がどのように使われ、市の財政がどのような
状況にあるのかを知っていただくために年２回財政状況を公表して
います。

　今回は、令和５年度予算の下半期の執行状況（令和６年３月31日
現在）をお知らせいたします。

※表示単位未満は四捨五入しています。

一般会計〈歳入〉
予算額　　 264億4,398万円
収入済額　 216億7,255万円
収入率　　 82.0％

地方交付税

市税

国庫支出金

市債

府支出金

繰入金

地方譲与税

その他

41億7,368万円
40億5,044万円

33億1,693万円
28億4,820万円

8億6,640万円
26億2,180万円

17億1,953万円
7億2,362万円

14億4,176万円
7,299万円

2億9,152万円
2億8,909万円

32億698万円
29億2,907万円

収入済額
予 算 額

民生費

総務費

公債費

土木費

衛生費

教育費

農林水産業費

消防費

商工費

その他

支出済額
予 算 額

皆さんが国に納めた税金の一部が、地方公共団体の財政状況に応じて配分されたものです。

社会福祉や児童福祉にかかる費用です。

市の全般的な仕事にかかる費用です。

市債として借り入れたお金の返済にかかる費用です。

道路、橋りょう、河川、公園、住宅などの整備、維持にかかる費用です。

保健衛生や環境衛生にかかる費用です。

農林水産業の振興にかかる費用です。

商工観光業の振興にかかる費用です。

議会費、災害復旧費などが含まれます。

皆さんから南丹市に納めていただいた税金です。

特定の事業実施のために、国から交付されたお金です。

事業実施のために、国や金融機関から借り入れたお金です。

特定の事業実施のために、京都府から交付されたお金です。

各種基金（市の貯金）を取り崩して使うお金です。

国に納められた税金の一部が一定の基準に応じて配分されたものです。

各種交付金、使用料および手数料などが含まれます。

学校の運営や教育の振興などにかかる費用です。

消防や地域防災にかかる費用です。

60億3,567万円

98億9,274万円

31億8,661万円
31億7,740万円

29億6,319万円
18億690万円

22億9,923万円
17億7,805万円

20億3,339万円
15億3,455万円

16億3,581万円
10億7,909万円

10億8,092万円
8億9,643万円

3億636万円
2億5,640万円

2億7,533万円
2億1,655万円

96億7,178万円

75億1,205万円

37億1,987万円
51億5,109万円

人口：29,805人　世帯：14,249世帯　※令和６年３月31日現在

市民1人あたりに
使われる市のお金

89万円

市民1人あたりが
負担する税金（市税）

14万円

1世帯あたりに
使われる市のお金

186万円

1世帯あたりが
負担する税金（市税）

29万円
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名称 予算額 収入済額 収入率 支出済額 支出率

国民健康保険事業
事業勘定 38億3,047万円 30億1,425万円 78.7% 30億2,761万円 79.0%

直診勘定 2億3,003万円 9,726万円 42.3% 1億5,332万円 66.7%

介 護 保 険 事 業 44億2,694万円 37億2,096万円 84.1% 38億4,254万円 86.8%

土 地 取 得 事 業 8万円 6万円 75.0% 0円 0.0%

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 6億71万円 5億4,820万円 91.3% 4億5,524万円 75.8%

名称 区分 収入予算額 収入済額 収入率 支出予算額 支出済額 支出率

水道事業
収益的 9億9,143万円 9億9,444万円 100.3% 10億4,835万円 9億9,705万円 95.1%

資本的 4億355万円 3億5,295万円 87.5% 7億8,286万円 7億634万円 90.2%

下水道事業
収益的 26億8万円 25億4,087万円 97.7% 24億951万円 23億5,330万円 97.7%

資本的 9億6,230万円 9億5,031万円 98.8% 19億727万円 18億8,714万円 98.9%

地方交付税

市税

国庫支出金

市債

府支出金

繰入金

地方譲与税

その他

41億7,368万円
40億5,044万円

33億1,693万円
28億4,820万円

8億6,640万円
26億2,180万円

17億1,953万円
7億2,362万円

14億4,176万円
7,299万円

2億9,152万円
2億8,909万円

32億698万円
29億2,907万円

収入済額
予 算 額

民生費

総務費

公債費

土木費

衛生費

教育費

農林水産業費

消防費

商工費

その他

支出済額
予 算 額

皆さんが国に納めた税金の一部が、地方公共団体の財政状況に応じて配分されたものです。

社会福祉や児童福祉にかかる費用です。

市の全般的な仕事にかかる費用です。

市債として借り入れたお金の返済にかかる費用です。

道路、橋りょう、河川、公園、住宅などの整備、維持にかかる費用です。

保健衛生や環境衛生にかかる費用です。

農林水産業の振興にかかる費用です。

商工観光業の振興にかかる費用です。

議会費、災害復旧費などが含まれます。

皆さんから南丹市に納めていただいた税金です。

特定の事業実施のために、国から交付されたお金です。

事業実施のために、国や金融機関から借り入れたお金です。

特定の事業実施のために、京都府から交付されたお金です。

各種基金（市の貯金）を取り崩して使うお金です。

国に納められた税金の一部が一定の基準に応じて配分されたものです。

各種交付金、使用料および手数料などが含まれます。

学校の運営や教育の振興などにかかる費用です。

消防や地域防災にかかる費用です。

60億3,567万円

98億9,274万円

31億8,661万円
31億7,740万円

29億6,319万円
18億690万円

22億9,923万円
17億7,805万円

20億3,339万円
15億3,455万円

16億3,581万円
10億7,909万円

10億8,092万円
8億9,643万円

3億636万円
2億5,640万円

2億7,533万円
2億1,655万円

96億7,178万円

75億1,205万円

37億1,987万円
51億5,109万円

一般会計〈歳出〉
予算額　　 264億4,398万円
支出済額　 205億91万円
支出率　　 77.5％

特別会計

公営企業会計
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こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
永
尾
で
す
。
今
回
は
商
品
パ
ッ
ケ
ー

ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
携
わ
っ
た「
桑
の

葉
茶
」に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

南
丹
市
の
一
部
は
か
つ
て
周
辺
の
エ

リ
ア
と
あ
わ
せ
て「
北
桑
田
郡
」と
呼
ば

れ
て
お
り
、
桑
の
木
が
た
く
さ
ん
植
え

ら
れ
て
い
た
地
域
で
し
た
。
近
年
で
は

絹
の
需
要
低
下
に
伴
い
手
入
れ
さ
れ
て

い
な
い
桑
畑
も
増
え
る
な
か
、
美
山
町

豊
郷
地
区
の「
京
都
桑
田
村
」は
、
現
在

も
約
５
０
０
本
の
桑
の
木
の
栽
培
と
生

産
を
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

桑
田
村
の
皆
さ
ん
も
最
初
の
入
口
は

養
蚕
で
し
た
が
、
時
流
に
合
わ
せ
た
対

応
が
必
要
だ
と
、
新
た
な
商
品
化
の
案

を
話
し
合
い
ま
し
た
。
様
々
な
使
い
道

を
考
え
る
な
か
で
、
桑
の
葉
っ
ぱ
に
は

ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
が
た
っ
ぷ
り
で
血
糖

値
の
上
昇
を
お
さ
え
る
な
ど
身
体
に
も

良
い
効
果
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
し
っ

か
り
と
乾
燥
さ
せ
て
、
お
茶
に
し
て
み

よ
う
！
と
い
う
考
え
に
至
っ
た
そ
う
で

す
。

　

桑
の
葉
茶
は「
み
や
ま
堂
」で
販
売
し

て
い
ま
す
が
、
お
客
様
に
試
飲
い
た
だ

く
と
、
必
ず
そ
の
美
味
し
さ
に
驚
か
れ

ま
す
。
独
特
の
香
り
や
ク
セ
が
な
く
、

ノ
ン
カ
フ
ェ
イ
ン
で
毎
日
飲
み
続
け
ら

れ
る
こ
と
が
何
よ
り
嬉
し
い
特
徴
で
す
。

　

新
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、
お
蚕
さ
ん
が
食

べ
る
桑
の
葉
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
く
、

お
茶
に
し
た
時
の「
え
え
味
」を
感
じ
て

い
た
だ
け
る
デ
ザ
イ
ン
を
一
緒
に
考
え

ま
し
た
。
従
来
の
形
式
で
販
売
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
需
要
に
合
っ
た
形
に
ど

う
加
工
し
て
、
誰
に
届
け
る
か
、
考
え

る
こ
と
。
そ
し
て
、
地
域
で
連
携
し
て
、

一
緒
に
課
題
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
大

切
で
す
ね
。

　
「
み
や
ま
堂
」で
地
域
産
品
を
使
っ
た

商
品
企
画
や
販
路
開
拓
の
相
談
会
も

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

−33−

問
い
合
わ
せ
先
：
永
尾
隊
員

メ
ー
ル  m

iyam
adou310@gm

ail.com

い
た
り
す
る
よ
う
な
、
何
気
な
く
聞
き

流
し
て
し
ま
う
言
葉
で
す
。
し
か
し
そ

の
根
底
に
は
相
手
を
軽
く
扱
っ
た
り
決

め
つ
け
る
よ
う
な
隠
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
開
催
さ
れ
た
人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
講
師『
三
木
幸
美
さ
ん
』は「
マ
イ
ク

ロ
ア
グ
レ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
、
意
図
的
か

否
か
に
関
わ
ら
ず
、
特
定
の
属
性
を
持

つ
人
に
対
し
て
行
う
偏
見
や
差
別
に
基

づ
く
言
動
の
こ
と
で
あ
る
。「
部
落
な

の
に
怖
く
な
い
ね
」「
外
国
人
な
の
に
礼

儀
正
し
い
ね
」「
障
が
い
者
に
見
え
な
い

か
ら
大
丈
夫
」こ
れ
ら
は「
部
落
の
人
は

柄
が
悪
い
」「
外
国
人
は
礼
儀
を
知
ら
な

い
」「
障
が
い
者
に
見
え
る
こ
と
は
良
い

こ
と
で
は
な
い
」と
い
う
意
識
の
現
れ
で

あ
る
。
マ
イ
ク
ロ
ア
グ
レ
ッ
シ
ョ
ン
を

日
常
的
に
受
け
て
き
た
私
は
、
自
ら
の

ル
ー
ツ
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
ゆ
る

が
さ
れ
た
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

誰
も
傷
つ
け
な
い
た
め
に
は
、
ま
ず

は
気
づ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
問
題
に

つ
い
て
学
び
な
が
ら
、
自
ら
の
言
動
を

振
り
返
る
こ
と
が
、
差
別
の
な
い
社
会

の
一
歩
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

�

　

  （
人
権
政
策
課
）

ふ・れ・あ・い

―第67回――第67回―

　
無
意
識
の
偏
見「
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・

バ
イ
ア
ス
」が
言
葉
や
態
度
に
現
れ
、
否

定
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
伝
わ
り
、

意
図
せ
ず
誰
か
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
こ

と
を
、「
マ
イ
ク
ロ
ア
グ
レ
ッ
シ
ョ
ン

（
小
さ
な
攻
撃
性
）」と
い
い
ま
す
。
発
言

し
た
本
人
に
は
悪
意
が
あ
る
わ
け
で
は

な
く
否
定
的
な
言
動
を
し
て
い
る
と
い

う
意
識
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
自
覚

な
き
差
別
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
は
消
防
士
と
聞
く
と
ど
ん
な

イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。
年
齢

は
？
見
た
感
じ
は
？
性
格
は
？
女
性
の

消
防
士
さ
ん
に
出
会
っ
た
と
き
、
ど
の

よ
う
な
言
葉
を
か
け
ま
す
か
。「
女
性
で

消
防
士
っ
て
大
変
で
す
ね
」の
よ
う
な
言

葉
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
見
、
褒

め
て
い
る
つ
も
り
だ
っ
た
り
気
遣
っ
て

自
覚
な
き
差
別

▲みやま堂
　Instagram
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こ
の
度
、
南
丹
市
観
光
協
会
連
絡
会

の
代
表
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
八
木
町

観
光
協
会
会
長
の
寺
田
弘
和
で
ご
ざ
い

ま
す
。
重
責
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
誠

心
誠
意
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
何

卒
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

南
丹
市
に
は
、
多
様
な
農
産
物
や

「
か
や
ぶ
き
の
里
」を
は
じ
め
と
し
た
文

化
財
な
ど
幅
広
い
資
源
が
あ
り
、
年
間

数
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

南
丹
市
に
お
い
て
観
光
は
、
地
域
の
重

要
な
産
業
と
し
て
、
地
域
の
経
済
を

担
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
こ
う
し
た

現
状
の
な
か
、
国
は
観
光
立
国
推
進
基

本
計
画（
第
４
次
）に
お
い
て
、
観
光
を

成
長
戦
略
の
柱
、
地
域
活
性
化
の
切
り

札
と
位
置
づ
け
て
お
り
、
持
続
可
能
な

観
光
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
体

制
の
整
備
や
国
内
交
流
拡
大
に
向
け
た

施
策
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

本
連
絡
会
は
、
各
地
域
の
観
光
協
会

と
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
組
織
し
、
互
い
に
連
携
し

て
豊
富
な
観
光
資
源
を
活
か
し
た
観

光
振
興
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
こ
の
よ
う
な
国
の
計
画
に
合
わ

せ
、
地
域
社
会
や
経
済
が
好
循
環
と
な

る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
や
、
地
域
の

自
然
や
文
化
を
生
か
し
て
い
け
る
よ
う

な
取
組
を
進
め
て
参
る
所
存
で
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
南
丹
市
の
観
光
計

画
を
定
め
る
と
共
に
、
各
地
区
に
あ
る

観
光
協
会
を
一
本
化
す
る
重
要
な
年

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
南

丹
市
が
大
き
く
羽
ば
た
い
て
い
く
た
め

に
も
、
未
来
を
見
据
え
た
形
で
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
皆
様
に
は
、
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
南
丹
市
の

観
光
振
興
の
推
進
に
向
け
、
皆
様
方
の

よ
り
一
層
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
て
就
任

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

4
月
23
日
・
24
日
に
南
丹
フ
ィ
ル
ム

ト
レ
イ
ン
が
園
部
駅
前
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
合
計
14
本
の
映
画
が
上

映
さ
れ
、
多
く
の
方
が
映
画
を
楽
し
ま

れ
ま
し
た
。
映
画
鑑
賞
と
同
時
に
、
ク

ラ
フ
ト
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
と
ク
ラ
フ
ト

コ
ー
ラ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ

れ
、
映
画
館
の
感
覚
を
よ
り
一
層
感
じ

な
が
ら
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　

映
画
は
す
べ
て
短
編
と
な
っ
て
お

り
、
電
車
の
待
ち
時
間
な
ど
気
軽
に
お

楽
し
み
い
た
だ
け
ま
し
た
。
生
憎
の
雨

模
様
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
駅
前
に
多

く
の
人

が
訪
れ
、

活
気
あ

る
駅
前

を
た
く

さ
ん
の

方
に
体

感
し
て

い
た
だ

け
ま
し

た
。

　

４
月
７

日
、
八
木

町
観
光
協

会
主
催
の

ふ
れ
あ
い

ハ
イ
キ
ン

グ「
龍
の

欄
間
の
西

光
寺
・
京

都
帝
釈

天
・
清
源

寺
木
喰
微
笑
仏
拝
観
ツ
ア
ー
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
外
か
ら
40
名
の
方
が
参
加
さ

れ
、
西
光
寺
の
迫
力
あ
る
龍
の
欄
間

や
、
清
源
寺
の
表
情
豊
か
な
木
喰
仏
、

帝
釈
天
の
参
道
に
あ
る
願
い
の
鐘
な

ど
、
興
味
深
く
ご
覧
に
な
ら
れ
ま
し

た
。
住
職
か
ら
の
説
明
が
あ
り
、
皆
さ

ん
頷
い
た
り
、
質
問
を
し
た
り
し
な
が

ら
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
お
昼

は
、
新
庄
郷
育
館
に
て
参
加
者
の
皆
さ

ん
で
親
睦
を
深
め
な
が
ら
昼
食
を
楽
し

ま
れ
ま
し
た
。
今
後
も
ハ
イ
キ
ン
グ
ツ

ア
ー
を
通
じ
て
、
八
木
町
内
の
歴
史
と

魅
力
を
市
内
外
の
方
に
発
信
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

南丹市観光協会連絡会代表

寺田　弘和

連
絡
会
代
表
ご
挨
拶

南
丹
フ
ィ
ル
ム
ト
レ
イ
ン

八
木
で
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ

▲話を聞く参加者たち

南
丹
市
観
光
協
会
連
絡
会
だ
よ
り

▲上映中の様子
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静
ひ
つ
な
初
夏
の
空
の
青
と
、
薫
風
の

緑
に
、
こ
こ
ろ
踊
る
５
月
３
日
、
皆
が

楽
し
み
に
し
て
い
た
お
城
健
幸
レ
ス
ト

ラ
ン
が
今
年
も
園
部
公
園
に
オ
ー
プ
ン
。

緋
色
の
パ
ラ
ソ
ル
の
ガ
ー
デ
ン
席
に

は
、
家
族
や
友
人
、
恋
人
達
の
楽
し
げ

な
会
話
と
お
い
し
い
笑
顔
の
先
に
、
こ

ど
も
達
が
考
案
し
た
健
幸
メ
ニ
ュ
ー
が

あ
り
ま
し
た
。

　
毎
夏
実
施
し
て
い
る「
南
丹
市
健
幸
・

食
育
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
」の
入
選
レ
シ

ピ
が
、
和
食
料
理
人
の
手
仕
事
に
よ
り

磨
き
上
げ
ら
れ
、
更
に
食
養
生
を
取
り

入
れ
て
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

夏
を
乗
り
切
る
食
養
生
の
ポ
イ
ン
ト
を

３
つ
紹
介
し
ま
す
。

①　
体
内
の
熱
を
取
る
。

　

夏
は
体
内
に
熱
が
こ
も
り
や
す
い
た

め
、
水
分
を
と
り
つ
つ
カ
リ
ウ
ム
の
利

尿
作
用
で
体
を
冷
や
す
食
材
を
積
極
的

に
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

・
き
ゅ
う
り
、
ト
マ
ト
、
ゴ
ー
ヤ
な
ど

の
夏
野
菜
、
ス
イ
カ
、
キ
ウ
イ
フ

ル
ー
ツ
、
メ
ロ
ン
な
ど
の
果
物
が
お

す
す
め
。

②　
血
流
や
代
謝
を
高
め
る
。

　

冷
房
に
よ
る
冷
え
の
対
策
と
汗
で
失

わ
れ
た
ミ
ネ
ラ
ル
を
補
う
食
材
を
と
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

・
味
噌
、
納
豆
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
の

発
酵
食
品

・
豆
腐
や
お
揚
げ
、
湯
葉
な
ど
の
大
豆

製
品
、
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど
。

③　
胃
腸
の
働
き
を
高
め
る
。

　

冷
た
い
飲
み
物
や
食
べ
物
の
と
り
過

ぎ
は
胃
腸
に
負
担
を
か
け
る
た
め
、
適

度
に
温
か
い
飲
み
物
も
取
り
入
れ
、
胃

腸
の
働
き
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
食
材
を
選

び
ま
し
ょ
う
。

・
き
の
こ
類
、
人
参
、
大
根
な
ど
の
根

菜
類
、
し
じ
み
が
お
す
す
め
。

　

健
幸
に
夏
を
過
ご
す
た
め
に
は
、
食

事
だ
け
で
な
く
、
生
活
習
慣
全
体
に
気

を
配
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
早
寝
早
起

き
を
心
が
け
、
適
度
な
運
動
と
休
養
を

取
り
、
心
の
ケ
ア
も
忘
れ
ず
に
、
健
や

か
な
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

7 月31 日まで
募集中

2024

健幸レシピ
ウェブで
公開中

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
整
え
る

食
養
生
の
夏

園
部
城
祭
り・２
０
２
４

　
　

お
城
健
幸
レ
ス
ト
ラ
ン
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問
い
合
わ
せ
先

健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
０
１
６

　

東
洋
医
学
で
は
、
５
月
５
日
か
ら
夏

が
始
ま
り
ま
す
。
身
体
の
ケ
ア
は
農
作

業
と
類
似
し
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、

農
作
業
で
は
夏
は
種
や
苗
を
植
え
、
根

が
張
る
よ
う
に
土
壌
を
整
え
、
枯
れ
な

い
よ
う
に
栄
養
を
与
え
育
て
る
時
期
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
身
体
に
関
し
て
は
何

か
を
は
じ
め
る
の
に
最
適
な
時
期
で
あ

り
、
そ
れ
が
成
熟
す
る
よ
う
に
身
体
を

整
え
、
心
と
身
体
に
栄
養
を
与
え
る
こ

と
が
大
切
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
積
極
的
に
人
と
つ
な
が

り
を
持
つ
こ
と
で
何
か
を
は
じ
め
、
睡

眠
の
リ
ズ
ム
を
整
え
る
こ
と
で
身
体
の

土
台
を
作
る
と
共
に
、
季
節
の
野
菜
を

健
康
で
幸
せ
に
生
き
る
た
め
の
養
生

積
極
的
に
と
る
こ
と
で
、
身
体
に
必
要

な
要
素
を
補
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
、
夏
は
活
発
に
動
く
た
め
に
疲

れ
や
す
く
、
気
持
ち
が
落
ち
込
み
や
す

い
時
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
ら
豆
や

枝
豆
な
ど
の
豆
類
を
積
極
的
に
取
る
こ

と
で
、
気
持
ち
を
安
定
さ
せ
る
セ
ロ
ト

ニ
ン
の
原
料
で
あ
る
ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン

を
摂
取
し
、
心
の
安
定
化
に
努
め
ま

し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
東
洋
医
学
で

は
季
節
に
応
じ
た
生
活
で
あ
る
養
生
と

い
う
概
念
を
大
切
に
し
て
お
り
、
身
体

を
健
康
に
保
つ
秘
訣
を
季
節
ご
と
に
教

え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
８
月
10
日（
土
）に
八
木
町
の

「
i
ス
タ
や
ぎ
」で
、
私
が
会
長
を
務
め

る
一
般
社
団
法
人
日
本
養
生
普
及
協
会

の
全
国
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
こ
で

は
、
季
節
に
応
じ
た
生
活
で
あ
る
養
生

を
活
用
し
た
地
域
や
企
業
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
興
味
が
あ
る
方

は
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

明
治
国
際
医
療
大
学
　
鍼
灸
学
部

　
学
部
長
　
伊
藤 

和
憲 

教
授

　
　
南
丹
市
文
化
観
光
大
使

　
　
ス
ペ
シ
ャ
ル
健
幸
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

　

レ
ス
ト
ラ
ン
併
設
の
健

幸
コ
ー
ナ
ー
で
は「
な
ん
た

ん
健
幸
ポ
イ
ン
ト
」の
募
集

と
一
日
に
と
り
た
い「
野
菜

３
５
０
グ
ラ
ム
」の
広
報
、

啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

　
野
菜
３
５
０
輪
投
げ
は
、

今
年
も
こ
ど
も
達
に
大
人

気
！

　

見
守
る
大
人
達
は
、
こ

ど
も
の
は
し
ゃ
ぐ
姿
か
ら

野
菜
の
必
要
量
を
学
び
ま

す
。

こども達の健幸メニュー（左から３つ）に加え、季節の食養生をコンセプトにした森の京都里山弁当（右端）も登場

詳細は、（一
社）日本養生普
及協会ウェブ
ページから
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　八木駅舎の完成から３周年を記念し
て、八木町で飼育されているヤギの「レ
オン」君が新駅長に任命されることが決
まり、5月18日に任命式典が開催されま
した。レオン君には、駅長帽子と大好物
のビワ葉が授けられ、新駅長の誕生を祝
いました。
　市長は「ヤギ駅長には周辺のイベント
などで活躍してもらい、人の流れをふや
していってほしい」と新駅長の今後の活
躍に期待を寄せました。
　式典後には、八木町内を旅する「旅育」
イベントに出席し、参加者らと交流する
など、早速駅長として活躍する様子が見
られました。

　5月19日に園部町仁江の田んぼで「田
んぼの学校」が開催されました。この催
しは、宝酒造株式会社が自然の恵みのあ
りがたさ、命のつながりや生物多様性の
保全について学ぶことを目的に開催され
ているものです。
　当日は、京都府や大阪府などの都市部
に住む家族ら約60人が参加し、生き物観
察や田植え体験を行い、普段見ることの
ない農村の風景や初体験の作業に目を輝
かせていました。

自
然
の
恵
み
、命
の
つ
な
が
り
学
ぶ

５
／
19　
宝
酒
造
「
田
ん
ぼ
の
学
校
」

５
／
18　
八
木
駅
新
駅
舎
３
周
年
記
念
式
典

▲親子で田植えをする様子

　５月３日、京都・南丹 園部城祭りが
開催されました。
　園部城址である園部高校では、京都
長岡京おもてなし武将隊つつじによる
演舞がオープニングを飾りました。
　この後の旧園部城を歩くツアーで
は、普段は非公開の巽櫓に入り、園部
高校の生徒が紙芝居で園部城の歴史を
説明しました。
　屋台や野外ステージなど多彩な催し
があり、大いに盛り上がりました。

　5月26日に園部町南八田の田んぼ
で農業用ドローンによる水稲直播見
学会が行われました。
　実演は大阪府能勢町の農業グルー
プ「天王ナチュラルファーム」が実施
し、14ａの田んぼの直播を5分程度で
終えると、参加者の驚きの声が聞か
れました。その後南丹市猟友会によ
るハンティングドローンの実演も行わ
れ、農業の天敵となる有害鳥獣の駆
除に貢献してくれるだろうと期待の
眼差しが向けられました。

園
部
城
の
歴
史
、高
校
生
が
説
明

５
／
３　
京
都
・
南
丹 

園
部
城
祭
り

ス
マ
ー
ト
農
業
の
活
用
に
期
待

５
／
26　
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
水
稲
直
播
見
学
会▲直播を行うドローンを眺める参加者ら

▲紙芝居で園部城の歴史を説明する様子

▲八木駅の前で記念撮影する駅長ら

新
ヤ
ギ
駅
長
、地
元
の
盛
り
上
げ
役
に
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お知らせコーナー

健
幸
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
委

員
を
募
集
し
ま
す

●
募
集
人
数　
3
人
以
内（
委
員

定
数
は
公
募
委
員
も
含
め
20
人
以

内
）

●
任
期　
委
嘱
日
か
ら
２
年
間

●
開
催
回
数　
年
２
回
程
度

●
報
酬
等　
会
議
に
出
席
さ
れ
た

時
に
は
、
規
定
の
報
酬
額
を
お
支

払
い
し
ま
す
。

●
応
募
で
き
る
方　
次
の
項
目
す

べ
て
に
該
当
す
る
方
と
し
ま
す
。

（
た
だ
し
、
本
市
の
議
会
議
員
及

び
職
員
を
除
き
ま
す
。）

①
公
募
委
員
と
し
て
の
任
期
が
始

ま
る
日
現
在
で
年
齢
が
満
18
歳
以

上
で
、
南
丹
市
内
に
住
所
を
有
す

る
方

②
市
の
健
康
づ
く
り
を
通
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
関
心
が
あ
る
方

●
応
募
方
法　
７
月
25
日（
木
）ま

で
に
次
の
書
類
を
持
参
ま
た
は
郵

送
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
応
募
書
類
の
返
却
は
し
ま
せ
ん
。）

①
南
丹
市
健
幸
ま
ち
づ
く
り
推
進

協
議
会
委
員
応
募
申
込
書

②
作
文（
４
０
０
字
～
８
０
０
字

程
度
、
様
式
自
由
）

●
テ
ー
マ　
「
南
丹
市
健
幸
ま
ち

づ
く
り
推
進
協
議
会
委
員
へ
の
応

募
動
機
」

※
応
募
申
込
書
は
、
健
幸
ま
ち
づ

く
り
課
ま
た
は
各
支
所
総
務
課
で

お
渡
し
し
ま
す
。（
南
丹
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
）

問
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
６

令
和
７
年
南
丹
市
二
十
歳
の
つ
ど

い
実
行
委
員
の
募
集

　
令
和
７
年
１
月
12
日（
日
）に
開

催
す
る
南
丹
市
二
十
歳
の
つ
ど
い

の
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
者　
南
丹
市
在
住
お
よ
び

出
身
の
方（
平
成
16
年
４
月
２
日

～
平
成
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

●
応
募
方
法　
７
月
１
日（
月
）ま

で
に
電
話
で
氏
名
、
住
所
、
連
絡

先
、
出
身
中
学
校
を
お
知
ら
せ
い

た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

応
募
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

メ
ー
ル
も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
７

be-syakai@
city.nantan.

lg.jp日
赤
支
援
団
体「
有
功
会
」の
会
員

を
募
集
し
ま
す

　
国
際
的
な
人
道
危
機
に
対
す
る

支
援
や
自
然
災
害
の
被
災
地
支
援

な
ど
、
赤
十
字
の
活
動
に
賛
同
し

て
く
だ
さ
る
方
は
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
入
会
資
格　

累
計
２
０
０
，

０
０
０
円
以
上
ご
寄
付
さ
れ
た
方

●
会
費　
年
額
２
，
０
０
０
円

●
申
込
方
法　
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他　
寄
付
金
に
対
し
て
税

制
上
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

問
日
本
赤
十
字
社
京
都
府
支
部
有

功
会
南
丹
市
地
区
支
会
事
務
局

（
福
祉
相
談
課
）　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
２
３

ア
ラ
イ
グ
マ
捕
獲
オ
リ
の
貸
し
出

し
に
つ
い
て

●
貸
出
期
間　
申
請
日
か
ら
２
週

間
、
延
長
は
１
回
の
み

●
申
請
場
所　
農
山
村
振
興
課
、

各
支
所
総
務
課

●
内
容　
南
丹
市
で
は
、
ア
ラ
イ

グ
マ
に
よ
る
農
作
物
被
害
や
家
屋

へ
の
住
み
つ
き
被
害
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
か
ら
捕
獲
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
農
山
村
振
興
課
お
よ
び
各
支
所

で
捕
獲
オ
リ
の
貸
し
出
し
を
行
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方

は
窓
口
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　
捕
獲
さ
れ
た
ア
ラ
イ
グ
マ
は
市

職
員
が
回
収
し
ま
す
。（
夜
間
、

土
・
日
・
祝
日
に
捕
獲
さ
れ
た
場

合
は
翌
業
務
日
以
降
の
対
応
と
な

り
ま
す
）

　
特
定
外
来
生
物
に
指
定
さ
れ
た

ア
ラ
イ
グ
マ
の
み
の
対
応
で
す
の

で
、
そ
の
他
の
動
物
を
誤
捕
獲
さ

れ
た
場
合
は
、
ご
自
身
で
放
獣
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
市
が
貸
し
出
し
た
オ
リ
以
外

で
の
違
法
な
捕
獲
の
場
合
、
ア
ラ

イ
グ
マ
で
あ
っ
て
も
対
応
し
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

問
農
山
村
振
興
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
２

デ
ジ
タ
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト
支
援
事

業
補
助
金
に
つ
い
て

　

南
丹
市
で
は
、「
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
デ
ジ
タ
ル
社
会
」の
実

現
に
向
け
、「
デ
ジ
タ
ル
ア
シ
ス

タ
ン
ト
支
援
事
業
補
助
金
」を
創

設
し
ま
し
た
。

　
デ
ジ
タ
ル
機
器
や
サ
ー
ビ
ス
に

不
慣
れ
な
方
等
に
対
し
、
デ
ジ
タ

ル
機
器
や
サ
ー
ビ
ス
の
操
作
・
利

用
方
法
を
教
え
た
り
、
利
活
用
の

支
援
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
方
を

対
象
に
、
事
業
に
か
か
る
費
用
を

補
助
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
者　

①
デ
ジ
タ
ル
庁
よ
り
デ
ジ
タ
ル
推

進
委
員
の
任
命
を
受
け
た
方

②
一
般
社
団
法
人
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ

ア
開
発
協
会
の
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ

ッ
ト
マ
ス
タ
ー
ま
た
は
ス
マ
ホ
・

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号
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お知らせコーナー

タ
ブ
レ
ッ
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
認

定
を
受
け
た
方

●
補
助
対
象
事
業
・
金
額　
参
加

者
５
人
以
上
の
講
習
会
ま
た
は
相

談
会
の
開
催
１
回
あ
た
り
１
０
，

０
０
０
円（
年
度
あ
た
り
３
回
の

開
催
ま
で
）

問
情
報
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
６
６

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
更

新
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
７
月
31
日
で
有
効
期

限
を
迎
え
る
被
保
険
者
証
の
一
斉

更
新
を
行
い
ま
す
。

●
交
付
方
法　
簡
易
書
留
に
て
加

入
世
帯
ご
と
に
世
帯
主
に
郵
送
し

ま
す
。
原
則
、
住
所
地
へ
の
交
付

の
た
め
、
郵
便
局
で
の
転
送
サ
ー

ビ
ス
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

●
発
送
時
期　
７
月
中
旬
か
ら
下

旬※
配
達
時
に
不
在
の
場
合
は
、
郵

便
局
で
保
管
さ
れ
ま
す
の
で
、
期

限
内
に
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

※
郵
便
局
で
の
保
管
期
限
を
過
ぎ

た
も
の
は
、
市
役
所
に
返
送
さ
れ

ま
す
の
で
、
市
民
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他

①
国
民
健
康
保
険
税
に
滞
納
が
あ

る
場
合
は
、
別
途
、
短
期
被
保
険

者
証
を
交
付
し
ま
す
。（
市
民
課

ま
た
は
支
所
で
交
付
し
ま
す
）

②
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
新

し
い
被
保
険
者
証
が
７
月
末
に
な

っ
て
も
届
か
な
い
場
合
や
、
す
で

に
他
の
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
新
し
い
国

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
が
届

い
た
場
合
は
、
市
民
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
勤
務
先
の
健
康
保
険

に
加
入
さ
れ
た
方
は
、
国
民
健
康

保
険
の
資
格
喪
失
手
続
き
が
必
要

で
す
。

●
有
効
期
限　
令
和
７
年
７
月
31

日
ま
で

　
70
歳
到
達
に
よ
り
被
保
険
者
証

兼
高
齢
受
給
者
証
に
切
り
替
わ
る

方
、
ま
た
は
75
歳
到
達
で
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す
る
方
は

有
効
期
限
が
異
な
り
ま
す
。
有
効

期
限
ま
で
に
新
し
い
被
保
険
者
証

を
お
送
り
し
ま
す
。

問
市
民
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
１

国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定

証
等
の
更
新
に
つ
い
て

　
現
在
交
付
し
て
い
る
国
民
健
康

保
険
限
度
額
適
用
認
定
証
お
よ
び

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
に
つ
い
て
は
、
有
効
期
限

が
令
和
６
年
７
月
31
日
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
８
月
１
日
以
降
も
入
院
や
手
術

等
で
高
額
な
医
療
費
が
見
込
ま
れ

る
方
は
、
市
民
課
も
し
く
は
支
所

の
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

問
市
民
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
１

国
民
年
金
保
険
料
・
納
付
猶
予
申

請
に
つ
い
て

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
に
は
、
保
険
料
の
納
付

免
除
・
猶
予
申
請
が
可
能
で
す
。

令
和
６
年
７
月
分
か
ら
令
和
７
年

６
月
分
ま
で
の
申
請
は
７
月
１
日

か
ら
南
丹
市
役
所
市
民
課
も
し
く

は
各
支
所
の
窓
口
ま
た
は
年
金
事

務
所
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

問
日
本
年
金
機
構
京
都
西
年
金
事

務
所

TEL
０
７
５
－
３
２
３
－
１
１
７
０ 

問
市
民
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
１

福
祉
医
療
制
度
の
自
己
負
担
額
が

一
部
な
く
な
り
ま
す

　
令
和
６
年
８
月
か
ら
京
都
府
の

福
祉
医
療
費
助
成
対
象
が
拡
充
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
の
保
険
診
療
に

お
け
る
自
己
負
担
額（
通
院
分
）が

な
く
な
り
ま
す
。

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
を
所
持
す
る
方

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
か
ら
２
級
に
変
更
と
な
っ
た
方

（
次
回
更
新
時
ま
で
）

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
２

級
と
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
を
所

持
す
る
方

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
２

級
を
所
持
し
、
Ｉ
Ｑ
が
概
ね
50
以

下
の
方

※
対
象
と
な
る
方
に
は
、
令
和
６

年
７
月
下
旬
に
新
し
い
受
給
者
証

を
送
付
し
ま
す
。

問
社
会
福
祉
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
７

家
族
介
護
慰
労
金
支
給
制
度
の
ご

案
内

　
介
護
を
し
て
い
る
家
族
に
対
し

て
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

●
対
象
者　
要
介
護
４
以
上
と
認

定
さ
れ
た
方
を
、
在
宅
で
申
請
日

前
一
年
以
内
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
せ
ず
に
介
護
さ
れ
て
い
る
同

居
家
族
の
方（
要
介
護
者
、
介
護

者
と
も
に
市
内
在
住
で
市
民
税
非

課
税
世
帯
）。

　
た
だ
し
、
次
の
場
合
は
対
象
と
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な
り
ま
す
。

・
福
祉
用
具
貸
与
、
福
祉
用
具
販

売
、
ま
た
は
住
宅
改
修
費
支
給
の

み
利
用
し
て
い
る
。

・
申
請
日
前
一
年
以
内
の
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
が
十
日
以
内
で
あ

る
。

　
そ
の
他
の
要
件
も
あ
り
ま
す
の

で
、
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
支
給
額　

一
人
あ
た
り
年
額
十
万
円

問
高
齢
福
祉
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
６

家
族
介
護
用
品
支
給
事
業
の
ご
案

内
　
介
護
用
品
購
入
に
関
す
る
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
者　
要
介
護
４
以
上
と
認

定
さ
れ
た
方
を
在
宅
で
介
護
し
て

い
る
家
族（
要
介
護
者
、
介
護
者

と
も
に
市
内
在
住
で
市
民
税
非
課

税
世
帯
）

●
支
給
額　

年
額
七
万
円
以
内

（
一
人
当
た
り
）

●
対
象
の
介
護
用
品　

紙
お
む

つ
、
尿
と
り
パ
ッ
ト
、
お
し
り
ふ

き
、
防
水
シ
ー
ツ（
入
院
、
施
設

入
所
中
の
購
入
分
は
対
象
外
）

●
申
請
方
法　
領
収
書（
レ
シ
ー

ト
不
可
）を
添
付
し
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

問
高
齢
福
祉
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
６

介
護
職
員
初
任
者
研
修
等

受
講
者
支
援
事
業
の
ご
案
内

　
研
修
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

●
対
象
者　

南
丹
市
に
居
住
か

つ
、
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
が
あ

り
、
次
の
研
修
を
修
了
し
、
市
内

の
介
護
保
険
事
業
所
に
勤
務
さ
れ

て
い
る
方
で
、
申
請
日
か
ら
二
年

以
上
継
続
し
て
勤
務
さ
れ
る
方
。

●
対
象
の
研
修　
介
護
職
員
初
任

者
研
修
・
介
護
福
祉
士
実
務
者
研

修
・
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修

●
必
要
書
類　
研
修
の
修
了
証
明

書（
写
）、
受
講
費
用
の
領
収
書

（
写
）、
勤
務
先
の
就
業
証
明
書

（
別
途
様
式
有
）。

※
他
制
度
で
助
成
を
受
け
ら
れ
た

場
合
は
そ
の
証
明
書（
写
）

●
支
給
額　
研
修
に
か
か
る
受
講

料
の
十
分
の
七（
千
円
未
満
切
り

捨
て
、
五
万
円
以
内
）

問
高
齢
福
祉
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
６

「
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
」の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

　
介
護
を
受
け
ず
に
末
永
く
暮
ら

せ
る
地
域
を
作
る
た
め
の
サ
ポ
ー

タ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

●
対
象　
市
内
在
住
で
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方

・
地
域
と
自
分
自
身
の
健
康
づ
く

り
に
関
心
が
あ
る
方

・
地
域
の
た
め
に
何
か
活
動
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
方

・
家
族
や
友
人
が
介
護
を
受
け
ず

に
健
康
で
い
ら
れ
る
方
法
を
知
り

た
い
方

●
内
容　
運
動
、
お
口
の
健
康
、

栄
養
な
ど
、
介
護
予
防
と
健
康
づ

く
り
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
６
回

シ
リ
ー
ズ
で
開
催
し
ま
す
。（
令

和
６
年
８
月
21
日
～
９
月
13
日
の

期
間
の
内
６
日
間
）

●
場
所　
国
際
交
流
会
館
コ
ス
モ

ホ
ー
ル

●
定
員　
　
30
名

●
申
込
方
法　
７
月
31
日（
水
）ま

で
に
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
な
ん
た
ん
健
幸
ポ
イ
ン
ト
対
象

事
業
で
す
。

問
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
６

歯
周
病
予
防
健
診
に
つ
い
て

●
期
間　
７
月
～
12
月

※
12
月
の
最
終
診
療
日
は
、
直
接

医
療
機
関
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
対
象
の
方
に
は
、
個
別
に
受
診

票
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

●
実
施
場
所　
南
丹
市
内
の
医
療

機
関

●
費
用　
無
料

※
治
療
が
必
要
な
場
合
、
治
療
分

は
保
険
診
療
と
な
り
ま
す
。

問
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
６

令
和
６
年
度
京
都
府
戦
没
者
追
悼

式
の
お
知
ら
せ

　
先
の
大
戦
で
尊
い
命
を
失
わ
れ

た
戦
没
者
の
方
々
の
追
悼
と
、
遺

族
の
慰
謝
、
激
励
と
と
も
に
、
平

和
へ
の
思
い
を
新
た
に
す
る
た

め
、
京
都
府
戦
没
者
追
悼
式
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

●
日
時　
10
月
16
日（
水
）　

午
後
１
時
30
分
～

●
場
所　
国
立
京
都
国
際
会
館

●
主
催　
京
都
府

●
参
列
対
象
遺
族
の
範
囲

　

戦
没
者
の
配
偶
者
並
び
に
子
、

父
母
、
兄
弟
姉
妹
、
孫
、
そ
の
他

三
親
等
内
の
親
族
及
び
そ
の
配
偶

者
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
上
記
以

外
の
戦
没
者
の
親
族
等
で
特
に
希

望
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、
参
列

で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。

※
戦
没
者
に
は
軍
人
、
軍
属
お
よ

び
準
軍
属
の
ほ
か
、
空
襲
被
害
者

な
ど
戦
災
死
没
者
を
含
み
ま
す
。

●
参
列
申
込
方
法

〈
各
町
遺
族
会
の
会
員
の
方
〉

　
各
町
遺
族
会
に
て
参
列
者
の
取

り
ま
と
め
を
お
世
話
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
所
属
さ
れ
て
い
る
遺
族

会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
上
記
以
外
の
方
〉

　
７
月
19
日（
金
）ま
で
に
、
南
丹

市
福
祉
相
談
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
参
列
者
の
選
考
は
、
京

都
府
に
お
い
て
過
去
に
未
参
加
の

方
お
よ
び
参
列
回
数
の
少
な
い
方

を
優
先
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
選
考

の
結
果
、
参
列
い
た
だ
け
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
の
う
え
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

問
福
祉
相
談
課　

TEL
0
7
7
1
－
６
8
－
0
0
2
3
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骨
粗
し
ょ
う
症
健
診
の
お
知
ら
せ

●
健
診
内
容　
骨
密
度
測
定（
踵

の
骨
に
超
音
波
を
あ
て
て
測
定
）、

結
果
指
導
、
南
丹
市
食
生
活
改
善

推
進
員
に
よ
る
啓
発

●
対
象　
南
丹
市
に
住
民
票
が
あ

る
20
歳
～
70
歳
の
女
性

（
昭
和
29
年
４
月
１
日
～
平
成
17

年
３
月
31
日
生
ま
れ
）

●
費
用　
無
料

●
申
込
方
法　
７
月
17
日（
水
）ま

で
に
電
話
も
し
く
は
申
込
サ
イ
ト

か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
先
着
順
）

問
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
６

令和６年度の後期高齢者医療保険料及び被保険者証更新について

＜後期高齢者医療保険料＞
　令和6年度の後期高齢者医療保険料の保険料率が決定しましたのでお知らせします。なお、保険料額決
定通知書は7月中旬に発送します。
●京都府における令和６年度の保険料率（年額）
　京都府の保険料（限度額80万円（昭和24年3月31日以前に生まれた方等は73万円。ただし、令和6年度
のみの措置。））＝均等割額（被保険者一人当たり56,340円）＋所得割額（総所得金額等－基礎控除額（43万
円）×10.95％（京都府の所得割率））
●所得の低い方の軽減措置（均等割額の軽減）

軽減割合 総所得金額等（被保険者全員＋世帯主）が下記の基準を超えない世帯
7割 基礎控除額（43万円）＋10万円×（給与所得者等の数－１）を超えない世帯
5割 基礎控除額（43万円）＋29.5万円×被保険者数＋10 万円×（給与所得者等の数－１）を超えない世帯
2割 基礎控除額（43万円）＋54.5万円×被保険者数＋10 万円×（給与所得者等の数－１）を超えない世帯

●被用者保険の被扶養者であった方の軽減措置
　制度加入の前日まで会社の健康保険や共済組合の被扶養者であった方は、保険料が軽減される場合が
あります。（国民健康保険や国民健康保険組合の加入者は該当しません。）

＜後期高齢者医療被保険者証の更新（有効期限：令和７年７月31日）＞
　「桃色の被保険者証」が本年７月末で有効期限を迎えることから、新たに「うぐいす色の被保険者証」を
交付します。
●交付方法　７月中旬から下旬に簡易書留にて、一人ずつに郵送します。住所地への交付のため、郵便
局での転送サービスはご利用できません。
不在の場合は、郵便局で保管されますので、期限内にお受け取りください。
●その他　①「限度額適用・標準負担額減額認定証」「限度額適用認定証」をお持ちの方で、世帯に税の未
申告者がいる場合は認定証の更新ができないことがあります。その際は、税の申告の上、認定証の申請
が必要となります。②現行の紙の被保険者証は12月2日から発行されなくなり、再発行を申請された場
合は資格確認書が交付されます。
問市民課
TEL0771-68-0011

風しん抗体検査・予防接種クー
ポン券をお持ちの方へ

　無料検査・接種の有効期間は
令和7年2月28日です。
　風しん流行予防のため、風し
ん抗体検査の上、予防接種を受
けてください。
●対象者　昭和37年4月2日～昭
和54年4月1日の間に生まれた男
性の内クーポン券未使用の方
※対象者には、令和5年4月に有
効期間「令和7年2月28日」のクー
ポン券を郵送しています。
※転入の方で前住所地発行のク
ーポン券未使用の方は、お問い
合わせください。
問健幸まちづくり課　
TEL0771-68-0016

●骨粗しょう症健診日程
実施日 会場 受付時間

9月3日（火） 八木環境農村公園
「氷室の郷」 午後1時30分～2時45分

9月9日（月） 南丹市保健福祉センター
（美山分室） 午後1時30分～2時30分

9月12日（木） 日吉生涯学習センター 午後1時30分～2時45分

9月17日（火） 園部文化会館 午前9時45分～11時15分
午後1時～2時30分

申込サイト

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号
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第
74
回〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
〟

～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち

直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～

　

７
月
は〝
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
〟強
調
月
間
で
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民

が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
あ

や
ま
ち
を
犯
し
た
人
の
立
ち
直
り

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ

せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
で

安
心
な
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す

る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　
南
丹
市
で
も
、
毎
年
、
期
間
中

に
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
人
権
政
策
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
５

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
発
売

に
つ
い
て

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市

町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

●
発
売
期
間　

７
月
８
日（
月
）

～
８
月
８
日（
木
）

●
抽
せ
ん
日　
８
月
23
日（
金
）

●
発
売
場
所　
全
国
の
宝
く
じ
売

り
場（
Ｐ
Ｃ
や
ス
マ
ホ
か
ら
も
購

入
で
き
ま
す
）

●
当
せ
ん
金
額　
１
等
５
億
円
、

前
後
賞
各
１
億
円

●
当
せ
ん
金
支
払
期
間　
令
和
６

年
８
月
28
日（
水
）
～
令
和
７
年

８
月
27
日（
水
）

●
価
格　
１
枚
３
０
０
円

問（
公
財
）京
都
府
市
町
村
振
興
協

会TEL
０
７
５
－
４
１
１
－
０
２
０
０

令
和
６
年
度
中
学
校
卒
業
程
度
認

定
試
験
実
施
に
つ
い
て

　
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ

る
か
ど
う
か
認
定
す
る
た
め
に
国

が
行
う
試
験
で
す
。
合
格
さ
れ
た

方
は
高
等
学
校
の
入
学
資
格
が
得

ら
れ
ま
す
。

●
試
験
期
日　
令
和
６
年
10
月
17

日（
木
）

●
願
書
受
付　
８
月
30
日（
金
）ま

で
消
印
有
効

問
学
校
教
育
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
６

薬
物
乱
用
は

　
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

　
薬
物
乱
用
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
絶
対
に
手
を
出
さ
な
い
と
い

う
自
覚
が
大
切
で
す
。

問
京
都
府
南
丹
保
健
所
環
境
衛
生

課
衛
生
・
検
査
係

TEL
０
７
７
１
－
６
２
－
４
７
５
４

相談
相談 日程 時間 場所 予約・問合わせ先

人
権

女性相談
（要予約）

7月10日、24日
（いずれも水曜日）

①14：00～
②15：00～

予 約 時 に 案 内 し ま
す。

人権政策課
TEL0771-68-0015

特設人権相談
（要予約） 7月16日（火） 13：30～16：00 日吉生涯学習センタ

ー

京都地方法務局園部
支局
TEL0771-62-0208

「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」の
廃
止
に
つ

い
て

　
本
市
に
お
い
て
、
毎
月
８
日
は

「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」と
し
て
、
市

民
を
対
象
に
新
聞
・
雑
誌
等
の
リ

サ
イ
ク
ル
品
の
受
け
入
れ
を
実
施

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
令
和
６
年

8
月
を
も
っ
て
廃
止
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

問
環
境
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
８
５

京
都
丹
波
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

開
催
に
伴
う
交
通
規
制
に
つ
い
て

　
第
10
回
京
都
丹
波
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
大
会
開
催
中
、
八
木
地
域
の

一
部
で
交
通
規
制
に
よ
り
一
般
車

両
の
通
行
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
う

回
路
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時　
７
月
７
日（
日
）午
前
７

時
30
分
～
午
後
１
時

※
交
通
規
制
お
よ
び
一
般
車
両
う

回
路
の
案
内
図
に
つ
い
て
は
、
京

都
丹
波
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
Ｉ

Ｎ
南
丹
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
３

人
材
募
集

自
衛
隊
各
種
採
用
試
験
に
関
す
る

ご
案
内

〈
航
空
学
生
〉

●
概
要　
自
衛
隊（
海
・
空
）パ
イ

ロ
ッ
ト
を
養
成
し
ま
す
。

●
受
付
締
切　
９
月
５
日（
木
）

●
試
験
期
日　
９
月
16
日（
月
祝
）

〈
一
般
曹
候
補
生
〉

●
概
要　
基
幹
要
員
で
あ
る
陸
・

海
・
空
曹
と
し
て
必
要
な
資
質
を

養
い
ま
す
。

●
受
付
締
切　
９
月
３
日（
火
）

●
試
験
期
日　

９
月
20
日（
金
）

～
22
日（
日
）

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま

す
。

〈
自
衛
官
候
補
生
〉

●
概
要　
所
要
の
教
育
を
経
て
３

カ
月
後
に
２
等
陸
・
海
・
空
士
に

任
官
し
ま
す
。

●
受
付
期
間　
年
間
を
通
じ
て
行

っ
て
お
り
ま
す
。

●
試
験
期
日　
受
付
時
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

問
防
衛
省　
自
衛
隊
京
都
地
方
協

力
本
部　
亀
岡
募
集
案
内
所

TEL
０
７
７
１
－
２
４
－
４
１
７
０

ホームページ

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号
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相談 日程 時間 場所 予約・問合わせ先

健
康

禁煙相談会
（要予約）

7月25日（木）
8月22日（木）

①14：30～
②15：30～

（定員各1名）

いきいきオアシス日
吉コミュニティルー
ム

健幸まちづくり課
TEL0771-68-0016

出張がん
個別相談
(要予約)

7月16日（火）
※実施日の前日午後
4時までに予約

13：30～15：30 京都府南丹保健所
京都府がん総合相談
支援センター
TEL0120-078-394

福
　
祉

南丹市権利擁護・
成年後見センター
専門相談
(要予約)

司法書士による相談
7月17日（水）
※7月10日（水）まで
に予約
弁護士による相談
8月21日（水）
※8月14日（水）まで
に予約

14：00～15：00 市役所中央庁舎
1階相談室 福祉相談課

TEL0771-68-0023

社会福祉士による相
談(月曜日～木曜日) 9：00～16：00 市役所ほか

障害年金相談
(要予約) 7月23日（火） 13：00～17：00 市役所中央庁舎

１階相談室
市民課
TEL0771-68-0011

なんでも相談
（障がい）

7月20日（土）
13：00～15：00

そよかぜ美山
社会福祉課　
TEL0771-68-0007

7月22日（月） そよかぜ八木
7月23日（火） そよかぜ日吉
7月26日（金） 京都太陽の園分場

きこえと補聴器の
相談会

（きこえの相談、聴
力測定は要予約）

7月31日（水）
※7月30日（火）まで
に予約

13：00～15：00 日吉生涯学習センタ
ー2階 第1・2会議室

ふない聴覚言語障害
センター
TEL0771-63-6447
社会福祉課
TEL0771-68-0007

く
ら
し

多重債務無料法律
相談（要予約）

7月23日（火）
※前日午後4時まで
に予約

17：00～18：30 園部文化会館会議室

南丹市消費生活相談
窓口（商工観光課内）
TEL0771-68-0100
南丹広域振興局商工
労働観光係
TEL0771-23-4438

無料税務相談
(要予約)

7月11日（木）
13：30～16：30

園部納税協会 園部納税協会
TEL0771-62-0039
※前週木曜日の午前
中までに予約

7月18日（木） 亀岡商工会議所
7月25日（木） 園部納税協会

消費税インボイス
制度登録要否相談 平日 10：00～15：00 園部税務署 個人0771-62-1019

法人0771-62-0136

行
政
・
法
律

行政相談 7月9日（火） 13：30～15：30 園部文化会館
３階会議室

京都府行政監視相談
センター
TEL075-802-1100
総務課
TEL0771-68-0002

無料法律相談会
（要予約）

7月23日（火）

13：00～16：00

美山支所
１階小会議室 総務課

TEL0771-68-0002
8月6日（火）
※前日正午までに予
約

園部文化会館
3階会議室

行政書士
無料相談会 7月10日（水） 13：30～16：00 八木市民センター

３階研修室

京都府行政書士会
第３支部
TEL075-692-2500

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号
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子
育
て
支
援

幼
稚
園
で
遊
ぼ
う
Ｄ
Ａ
Ｙ

●
日
時　
７
月
23
日（
火
）

午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時

●
場
所　
園
部
幼
稚
園
・
す
こ
や

か
学
園

●
内
容　
１・
２
歳
児
対
象
で
す
。

砂
遊
び
や
水
遊
び
、
固
定
遊
具
、

室
内
遊
び
な
ど
、
親
子
で
好
き
な

遊
び
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

●
持
ち
物　
上
靴（
親
子
分
）・
着

替
え
・
水
筒　

●
申
込
方
法　
７
月
10
日（
水
）ま

で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
園
部
幼
稚
園　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
８
３

子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
８
月

事
業
の
お
知
ら
せ

〈
共
通
事
項
〉

●
申
込
方
法　
事
前
に
来
所
い
た

だ
く
か
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●
参
加
人
数　
親
子
40
人
程
度

〈
子
育
て
講
座
〉

●
日
時　
８
月
８
日（
木
）　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

●
内
容　
安
藤
智
華
子
講
師
に
よ

る「
ス
ロ
ー
エ
イ
ジ
ン
グ
」

〈
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
〉

●
日
時　
８
月
9
日（
金
）　　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所　
園
部
南
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー

＊
バ
ス
タ
オ
ル
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

〈
子
育
て
広
場
0
歳
～
〉

●
日
時　
８
月
19
日（
月
）　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

●
内
容　
「
お
ん
ぶ
・
抱
っ
こ
の

仕
方
」

〈
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
〉

●
日
時　
８
月
21
日（
水
）　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

〈
親
子
で
ヨ
ガ
を
楽
し
も
う（
1
歳

～
）〉　

●
日
時　
８
月
23
日（
金
）　　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

〈
子
育
て
広
場
１
歳
～
〉（
水
遊
び
）

子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

●
日
時　
８
月
１
、
22
日（
木
） 

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

＊
水
着（
水
遊
び
用
パ
ン
ツ
）、
オ

ム
ツ
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、
着
替
え

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
８
２

子
育
て
つ
ど
い
の
広
場「
ぽ
こ
ぽ

こ
く
ら
ぶ
」（
７
月
）

〈
各
ひ
ろ
ば
共
通
事
項
〉

○
各
ひ
ろ
ば
の
ご
利
用
は
無
料
で

す
。

○
要
申
込
の
講
座
は
事
前
に
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

○
予
定
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
下
記
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
電

話
で
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
八
木
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日 

隔
月
第
3
土
曜
日
の
午
前
10
時
～

午
後
3
時

●
場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス「
気
に
な
る
木JU

JU

（
ジ
ュ

ジ
ュ
）」

※
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
の
午
後

3
時
～
5
時
30
分
、
同
場
所
で
、

み
ん
な
の
居
場
所「seedbase

（
シ
ー
ド
ベ
ー
ス
）」を
開
催
し
ま

す
。

※
車
は
市
役
所
八
木
支
所
に
駐
車

し
て
く
だ
さ
い
。

〈
園
部
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時　
毎
週
月
～
金
曜
日
の
午

前
9
時
～
午
後
5
時

●
場
所　
南
丹
市
子
育
て
す
こ
や

か
セ
ン
タ
ー

〈
日
吉
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時　
毎
週
火
曜
日
の
午
前
10

時
～
午
後
3
時

●
場
所　
日
吉
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
2
階
第
1
会
議
室

〈
美
山
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時　
毎
週
木
曜
日
の
午
前
10

時
～
午
後
3
時

●
場
所　
美
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー〈
八
木
中
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時　
毎
月
第
2
木
曜
日
の
午

前
10
時
～
午
後
3
時

●
場
所　
南
丹
市
立
八
木
中
学
校

2
階
多
目
的
室

〈
産
後
か
ら
だ
ケ
ア
〉【
要
申
込
】

出
産
で
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
骨
盤

底
筋
の
状
態
を
知
っ
て
、
ケ
ア
を

始
め
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　
7
月
19
日（
金
）　
午
前

10
時
～
正
午　

※
先
着
８
名（
託
児
付
き
）

●
場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス「
気
に
な
る
木JU

JU

」

●
対
象　
産
後
6
カ
月
く
ら
い
ま

で
の
産
婦
さ
ん

●
参
加
費　
1
，
0
0
0
円

〈
産
後
ほ
っ
こ
り
の
日
〉【
要
申
込
】

産
後
1
年
ま
で
の
お
母
さ
ん
達
に

ほ
っ
こ
り
し
て
も
ら
う
日
で
す
。

温
か
い
お
昼
ご
飯
付
き
。
毎
月
1

日
か
ら
予
約
受
付
開
始
し
ま
す
。

●
日
時　
7
月
25
日（
木
）　
午
前

10
時
～
午
後
３
時　
※
先
着
10
名

程
度

●
場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス「
気
に
な
る
木JU

JU

」

●
対
象　
産
後
1
年
ま
で
の
お
母

さ
ん
と
お
子
さ
ん

●
参
加
費　
1
，
0
0
0
円

Instagram LINE Facebook

問ＮＰＯ法人グローアップ
TEL080-3857-8119

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号
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お知らせコーナー

カ
フ
ェ
よ
っ
と
い
で〈
７
月
〉「
親

子
リ
ト
ミ
ッ
ク
＆
カ
フ
ェ
」

●
日
時　
７
月
６
日（
土
）　

午
前
10
時
～
正
午

●
場
所　
平
屋
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー　
ラ
ン
チ
ル
ー
ム

●
講
師　
小
谷
里
美
先
生

●
参
加
費　
５
０
０
円（
お
い
し

い
コ
ー
ヒ
ー
と
手
作
り
お
や
つ
付

き
）

●
申
込
方
法　
７
月
３
日（
水
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
み
や
ま
子
育
て
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

「
よ
っ
と
い
で
」

TEL
０
７
７
１
－
７
５
－
０
３
５
５

す
く
す
く
や
ぎ
っ
こ「
み
ん
な
お

い
で
よ
！
」

●
日
時　
７
月
11
日（
木
）　

午
前
10
時
～
正
午（
受
付
：
９
時

30
分
～
）

●
場
所　
八
木
市
民
セ
ン
タ
ー
子

育
て
支
援
ル
ー
ム
、
料
理
実
習
室

●
内
容　
縁
日
あ
そ
び

●
昼
食　
そ
う
め
ん

●
参
加
費　
１
家
庭　
５
０
０
円

●
対
象　
未
就
園
児
と
そ
の
ご
家

族●
持
ち
物　
マ
ス
ク
、
水
筒（
お

茶
）、
汗
ふ
き
タ
オ
ル
、
マ
イ
皿
、

マ
イ
箸
、
手
ふ
き
タ
オ
ル

●
申
込
方
法　
７
月
５
日（
金
）ま

で
に
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
参
加
者
の

名
前
、
お
子
さ
ん
の
年
齢
、
お
住

ま
い
〇
〇
町
）

問
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
す
く
す
く
や
ぎ
っ
こ
」

TEL
０
７
０
－
７
５
８
５
－
３
４
０
６

suku8suku@
gm

ail.com

催
し

「
き
ょ
う
と
婚
活
応
援
セ
ン
タ
ー

地
域
ス
ポ
ッ
ト
」開
催

　
会
場
で
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
や
個

人
会
員
登
録
会
、
相
談
会
等
を
開

催
し
、
結
婚
を
希
望
す
る
方
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
7
月
7
日（
日
）

正
午
～
午
後
5
時

●
場
所　
園
部
文
化
会
館

※
参
加
に
は
、
3
日
前
ま
で
に
予

約
が
必
要
で
す
。

※
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
は
会
員
の
方

が
対
象
で
す
。

問
き
ょ
う
と
婚
活
応
援
セ
ン
タ
ー

TEL
０
７
５
－
２
２
２
－
１
１
５
８

な
ん
た
ん
健
幸
ポ
イ
ン
ト
サ
ポ
ー

ト
相
談
会

　
新
規
参
加
の
方
、
活
動
量
計
や

か
ら
だ
カ
ル
テ
等
の
使
用
方
法
に

つ
い
て
の
相
談
、
サ
ポ
ー
ト
を
し

ま
す
。

●
日
程
・
場
所

・
７
月
９
日（
火
）保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
美
山
分
室（
南
丹
み
や
ま
診

療
所
の
横
に
あ
り
ま
す
）

・
７
月
10
日（
水
）日
吉
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

・
７
月
11
日（
木
）八
木
市
民
セ
ン

タ
ー
３
階
防
災
ル
ー
ム

・
７
月
12
日（
金
）園
部
文
化
会
館

３
階
大
会
議
室

●
時
間　
い
ず
れ
も
９
時
30
分
～

11
時
30
分

●
内
容　
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方

へ
の
動
画
に
よ
る
概
要
説
明
、
個

別
相
談

●
定
員　
各
日
20
人

●
申
請
期
限　
各
実
施
日
の
３
日

前
ま
で
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

●
持
ち
物　
新
規
の
方
：
初
回
登

録
セ
ッ
ト

既
存
参
加
者
の
方
：
活
動
量
計
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
お
持
ち
の
方
）

問
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
６

「
福
祉
体
験
教
室
」の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す

　
小
・
中
学
生
が
、
社
会
福
祉
施

設
で
生
活
さ
れ
て
い
る
高
齢
者

や
、
そ
こ
で
働
い
て
い
る
方
々
と

交
流
を
深
め
る「
福
祉
体
験
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　
８
月
21
日（
水
）

午
前
：
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

午
後
：
福
祉
体
験

●
場
所　
社
会
福
祉
法
人
長
生
園

●
対
象　
市
内
在
学
の
小
学
５
年

生
・
６
年
生
、
中
学
１
年
生
・
２

年
生

●
定
員　
20
名
程
度

●
申
込
方
法　
７
月
12
日（
金
）ま

で
に
、
在
学
し
て
い
る
学
校
に
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
南
丹
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会

事
務
局（
福
祉
相
談
課
）　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
２
３

学
び
の
南
丹「
楽
し
い
音
楽
教
室
」

受
講
者
募
集

●
日
時　
７
月
23
日
、
30
日
、
８

月
６
日
、
20
日　
全
４
回

（
い
ず
れ
も
火
曜
日
）、
午
前
10
時

～
正
午

●
場
所　
八
木
市
民
セ
ン
タ
ー
創

作
活
動
室

●
受
講
料　
２
，
０
０
０
円

●
定
員　
10
人

●
申
込
方
法　

７
月
２
日（
火
）

～
19
日（
金
）の
間
に
八
木
市
民
セ

ン
タ
ー
の
窓
口
ま
た
は
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
八
木
市
民
セ
ン
タ
ー　

TEL
０
７
７
１
－
４
２
－
３
１
３
２

（
月
曜
・
祝
日
休
館
）

学
び
の
南
丹「
優
し
い
日
本
画
教

室
」受
講
者
募
集

●
日
時　

７
月
27
日
、
８
月
３

日
、
24
日
、
31
日　
全
４
回　
い

ず
れ
も
土
曜
日
、
午
前
９
時
30
分

～
正
午

●
場
所　
八
木
市
民
セ
ン
タ
ー　

研
修
室
１・
２

●
受
講
料　
２
，
２
０
０
円

●
持
ち
物　
鉛
筆
Ｈ
～
３
B
、
お

手
持
ち
の
色
鉛
筆
や
絵
筆
、
筆
洗

（
水
入
れ
）

●
定
員　
10
人

●
申
込
方
法　

７
月
２
日（
火
）

～
19
日（
金
）の
間
に
八
木
市
民
セ

ン
タ
ー
の
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
八
木
市
民
セ
ン
タ
ー　

TEL
０
７
７
１
－
４
２
－
３
１
３
２

（
月
曜
・
祝
日
休
館
）

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号
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お知らせコーナー

ひ
よ
し
夏
ま
つ
り2024w

ith

花

火
を
開
催
し
ま
す

●
日
時　
７
月
20
日（
土
）

午
後
５
時
～
９
時

●
場
所　
府
民
の
森
ひ
よ
し

●
内
容　
屋
台
村　
午
後
５
時
～

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
午
後
６
時
～

花
火
午
後
８
時
～

●
協
力
金　

自
家
用
車
１
台
１
，
０
０
０
円

※
大
雨
警
報
発
令
時
は
中
止
。

問
日
吉
町
観
光
協
会
事
務
局

TEL
０
７
７
１
－
７
２
－
０
１
９
６

女
性
部
と
ヒ
ュ
ッ
ゲ
な
ト
ー
ク
会

開
催
の
お
知
ら
せ

　
「
総
悠
館
」（
日
吉
）吉
田
部
員
、

「
や
ぎ
く
ま
」（
八
木
）八
木
部
員
と

「
美
と
健
康
、
睡
眠
と
健
康
」の
お

話
を
す
る
会
で
す
。

●
日
時　
７
月
18
日（
木
）

午
後
２
時
～
３
時
30
分

●
場
所　
南
丹
市
商
工
会
八
木
本

所　●
持
ち
物　
自
己
紹
介
が
で
き
る

も
の（
自
由
持
参
）

問
南
丹
市
商
工
会
本
所
女
性
部
事

務
局

TEL
０
７
７
１
－
４
２
－
５
３
８
０

ど
る
ち
ぇ
の
つ
ど
い　

ト
ー
ク
＆
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

●
日
時　
７
月
20
日（
土
）　
午
後

１
時
30
分
～
４
時

●
場
所　
ど
る
ち
ぇ
の
家（
Ｊ
Ｒ

八
木
駅
西
口
前
）

●
内
容　
・
在
宅
ケ
ア
に
つ
い
て

・「
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
ひ
そ
む

健
康
の〝
ク
ス
リ
〟と〝
リ
ス
ク
〟」

美
山
林
健
セ
ン
タ
ー
診
療
所　
所

長　
西
岡　
大
輔
医
師
の
話

●
定
員　
30
名

●
申
込
方
法　
氏
名
・
電
話
番
号

を
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
ど
る
ち
ぇ
の
家　

TEL
／
FAX
０
７
７
１
－
４
２
－
５
２ 

５
１

第
８
回
南
丹
市
消
防
操
法
大
会

●
日
時　
７
月
21
日（
日
）（
荒
天

の
場
合
は
、
同
日
午
後
若
し
く
は

７
月
28
日（
日
））

●
場
所　
園
部
公
園
多
目
的
運
動

場●
出
場
チ
ー
ム　
小
型
ポ
ン
プ
操

法
の
部　
7
チ
ー
ム
、
ポ
ン
プ
車

操
法
の
部　
４
チ
ー
ム

問
危
機
管
理
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
２
１

「
明
る
い
家
庭
づ
く
り（
家
庭
の

日
）絵
画
展
」作
品
展

　
令
和
５
年
度
の
入
賞
作
品
お
よ

び
南
丹
市
内
の
佳
作
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

●
会
場　
八
木
市
民
セ
ン
タ
ー　

１
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
期
間　
７
月
12
日（
金
）
～
18

日（
木
）の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
最
終
日
は
正
午
ま
で
）

※
月
曜
日
、
土
曜
日
、
日
曜
日
は

閉
館

問
京
都
府
青
少
年
育
成
協
会

TEL
０
７
５
－
４
１
７
－
０
６
０
２

「
要
約
筆
記
前
期
講
座 

」

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

●
日
程　
７
月
21
日
、
28
日

８
月
４
日
、
18
日
、
25
日

９
月
１
日
、
８
日
、
29
日
の
毎
日

曜
日

全
８
回（
予
備
日
：
10
月
６
日
）

●
時
間　
午
前
９
時
30
分
～
午
後

２
時
50
分

（
７
月
21
日
、
９
月
29
日
は
午
後

３
時
ま
で
）

●
場
所　
京
丹
波
町
役
場
本
庁

●
対
象
者　
市
内
在
住
、
通
勤
・

通
学
の
満
15
歳
以
上
の
方

●
申
込
方
法　
７
月
８
日（
月
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
ふ
な
い
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ

ーTEL
０
７
７
１
－
６
３
－
６
４
４
７

FAX
０
７
７
１
－
６
３
－
６
４
４
８

第
34
回
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
使
用

講
習
会
開
催

　
機
器
を
使
用
し
た
い
方
は
、
必

ず
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
７
月
９
日（
火
）

午
後
８
時
～　
　

※
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

●
場
所　
南
丹
市
八
木
フ
ィ
ジ
カ

ル
セ
ン
タ
ー（
府
立
口
丹
波
勤
労

者
福
祉
会
館
内
）

●
内
容　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の

正
し
い
使
い
方
・
健
康
・
安
全
な

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法

●
定
員　
10
名（
先
着
順
）

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
八
木
町
ス
ポ
ー
ツ

協
会

TEL
０
７
７
１
－
４
２
－
５
４
８
４ 

FAX
０
７
７
１
－
４
２
－
５
６
８
４

fualx504@
kcn.jp

水
引
飾
り
で
サ
ン
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー

作
り

●
日
時　
７
月
20
日（
土
）

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～

３
時

７
月
21
日（
日
）午
前
10
時
～
正
午

●
場
所　
京
都
府
立
口
丹
波
勤
労

者
福
祉
会
館　
会
議
室

●
参
加
料　
２
，
５
０
０
円

●
持
ち
物　
ニ
ッ
パ
ー・目
打
ち・

ハ
サ
ミ

●
内
容　
幸
運
の
お
守
り
サ
ン
キ

ャ
ッ
チ
ャ
ー
を
水
引
で
作
る
。

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
八
木
町
ス
ポ
ー
ツ

協
会　
口
丹
波
勤
労
者
福
祉
会
館

TEL
０
７
７
１
－
４
２
－
５
４
８
４

FAX
０
７
７
１
－
４
２
－
５
６
８
４

fualx504@
kcn.jp

「
流
木
無
料
配
布
」の
お
知
ら
せ

　
日
吉
ダ
ム
の
ダ
ム
湖
に
流
れ
込

ん
だ
流
木
を
無
料
で
お
配
り
し
ま

す
。

●
配
布
日
時　

７
月
22
日（
月
）

～
24
日（
水
）午
前
９
時
30
分
か
ら

午
後
４
時

●
配
布
場
所　
日
吉
ダ
ム
管
理
所

一
般
駐
車
場
横
の
仮
置
場（
南
丹

市
日
吉
町
中
神
子
ヶ
谷
68
）

●
申
込
方
法　
お
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間　

７
月
８
日（
月
）

～
先
着
順

問
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構　

日
吉
ダ
ム
管
理
所　

TEL
０
７
７
１
－
７
２
－
０
１
７
１
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学
び
の
南
丹　
カ
ブ
ト
ム
シ
・
ク

ワ
ガ
タ
ム
シ
の
せ
か
い
２
０
２
４

　
カ
ブ
ト
ム
シ
・
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ

の
飼
育
方
法
に
つ
い
て
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。
１
組
に
つ
き
１
匹
、

ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

●
日
時　
７
月
28
日（
日
）

午
後
２
時
～
３
時
30
分

●
場
所　
南
丹
市
八
木
市
民
セ
ン

タ
ー　
防
災
ル
ー
ム

●
定
員　
先
着
20
組（
未
就
学
児

保
護
者
同
伴
）

●
参
加
費
１
組
に
つ
き
２
０
０
円

※
最
寄
り
の
図
書
館・図
書
室
に
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　

問
八
木
図
書
室

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
２
７

令
和
６
年
度
簿
記
教
室
の
ご
案
内

●
日
時　
８
月
５
日（
月
）、
19
日

（
月
）、
26
日（
月
）

い
ず
れ
も　
午
前
10
時
～
午
後
３

時　
計
３
回

●
場
所　
亀
岡
商
工
会
議
所
会
議

室（
ガ
レ
リ
ア
か
め
お
か
内
）

●
定
員　
20
名（
先
着
順
。
５
名

以
下
の
場
合
は
中
止
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
）

●
受
講
料　
園
部
納
税
協
会
員
ま

た
は
亀
岡
商
工
会
議
所
会
員
は
無

料
、
会
員
以
外
の
方
は
２
，

２
０
０
円（
当
日
受
付
で
徴
収
し

ま
す
）

●
申
込
方
法　
７
月
25
日（
木
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
公
益
社
団
法
人
園
部
納
税
協
会

TEL
０
７
７
１
－
６
２
－
０
０
３
９

健
幸
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
養
成
講
座
受

講
者
募
集

　
養
成
講
座
で
は
健
康
に
関
す
る

正
し
い
知
識
や
上
手
な
伝
え
方
を

学
び
ま
す
。
講
座
を
受
講
し
た
方

は
、
健
幸
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
認
定

し
ま
す
。

●
日
時　
８
月
28
日（
水
）午
後
１

時
30
分
～
４
時
30
分

●
場
所　
国
際
交
流
会
館　
１
階   

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

●
対
象　
南
丹
市
民

●
募
集
人
数　
１
０
０
名（
先
着

順
）

●
内
容　
①
健
幸
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

の
役
割
と
活
動
②
健
康
情
報
講
座

（
生
活
習
慣
病
予
防
、
が
ん
予
防
）

③
筋
ト
レ
体
験
講
座
④
心
に
届
く

情
報
の
伝
え
方　
な
ど

●
申
込
方
法　
健
幸
ま
ち
づ
く
り

課
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
健
幸
ま
ち
づ
く
り

課
ま
た
は
各
支
所
総
務
課
で
お
渡

し
し
ま
す
。（
南
丹
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。）

※
こ
の
講
座
は
、
な
ん
た
ん
健
幸

ポ
イ
ン
ト
２
０
２
４
の
対
象
事
業

で
す
。

問
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
６

京
都
府
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

の
作
品
募
集
に
つ
い
て

●
応
募
対
象　
京
都
府
内
の
学
校

に
在
学
す
る
人
お
よ
び
府
内
に
居

住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

●
提
出
先　
①
京
都
府
企
画
統
計

課　
②
南
丹
市
総
務
課

●
申
込
締
切　
９
月
４
日（
水
）必

着　
市
役
所
へ
提
出
さ
れ
る
場
合

は
、
９
月
２
日（
月
）必
着

問
京
都
府
企
画
統
計
課　

TEL
０
７
５
－
４
１
４
－
４
４
８
７

問
南
丹
市
総
務
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
２

美
山
町
文
化
協
会「
俳
句
･
短
歌

募
集
」に
つ
い
て

●
募
集
作
品　

・
俳
句　

定
型（
17
文
字
）有
季

（
季
語
が
入
っ
て
い
る
こ
と
）未
発

表
の
作
品
で
あ
る
こ
と
。

・
短
歌　
定
型（
31
文
字
）　
未
発

表
の
作
品
で
あ
る
こ
と
。

●
応
募
方
法　
９
月
６
日（
金
）ま

で
に
官
製
は
が
き
、
Ｅ
メ
ー
ル
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
俳
句
３
句
以
内
ま
た

は
、
短
歌
２
首
以
内
を
記
載
し
て

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。（
任
意
様

式
）

●
応
募
資
格　
南
丹
市
在
住
お
よ

び
南
丹
市
在
勤
･
在
学
の
方

●
表
彰　
小・中
学
生
と
一
般（
高

校
生
を
含
む
）の
部
門
ご
と
に
特

選
・
準
特
選
・
佳
作
を
選
考
し
、

表
彰
し
ま
す
。

問
美
山
町
文
化
協
会
事
務
局

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
４
４

FAX
０
７
７
１
－
７
５
－
０
８
０
１

be-syakai@
city.nantan.

lg.jp第
２
回
美
山
音
楽
祭
を
開
催
し
ま

す
　
９
月
14
日（
土
）
～
16
日（
月
・

祝
）ま
で
南
丹
市
美
山
町
全
域
で

第
２
回
美
山
音
楽
祭
を
開
催
し
ま

す
。

　

現
在
、
出
演
者
を
募
集
中
で

す
。
プ
ロ
・
ア
マ
問
い
ま
せ
ん
。

音
楽
に
限
ら
な
い
、
文
芸
、
美

術
、
舞
踏
は
じ
め
音
楽
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
い
と
考
え

る
幅
広
い
分
野
の
方
か
ら
の
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
南
丹
市
内
の
個
人
・
団
体
の
方

の
出
演
料
は
無
料
で
す
。

問
今
様
音
楽
企
画
・
リ
コ
ラ
ボ

TEL
０
７
５
－
２
７
５
－
７
５
７
０

「
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室
」

　
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
日
本
語

の
勉
強
を
し
ま
す
。

●
日
時（
７
月
～
９
月
）　

・
園
部
教
室　

毎
週
日
曜
日　

午
前
９
時
～
10
時
30
分

毎
週
木
曜
日　

午
後
６
時
30
分
～
８
時

・
美
山
教
室　
毎
週
日
曜
日

午
後
２
時
～
３
時
30
分

●
場
所　

・
園
部
教
室　
南
丹
市
国
際
交
流

会
館
２
階

・
美
山
教
室　
美
山
文
化
ホ
ー
ル

２
階

●
対
象　

市
内
に
住
ん
で
い
る

か
、
働
い
た
り
勉
強
を
し
て
い
る

外
国
籍
の
方

●
お
金
は
い
り
ま
せ
ん（
無
料
）

※
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
協
会
に
連
絡
の
う

え
、
い
つ
で
も
見
学
に
お
越
し
く

くわしくは、
こちら

くわしくは、
こちら
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だ
さ
い
。

問
南
丹
市
国
際
交
流
協
会

TEL
０
７
７
１
－
６
３
－
１
８
４
０

（
火
～
金　
午
後
０
時
30
分
～
４

時
30
分
）　

元
気
ア
ッ
プ
体
操
教
室
に
つ
い
て

●
体
操
指
導

　
「
元
気
ア
ッ
プ
な
ん
た
ん
」（
南

丹
市
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
）

●
参
加
費　
５
０
０
円
/
回

※
10
回
前
払
い
３
，
５
０
０
円

●
会
場
・
時
間

・
旧
摩
気
小
学
校（
各
月
曜
日
）午

前
10
時
15
分
～
11
時
45
分

・
こ
む
ぎ
山
健
康
学
園（
各
木
曜

日
）午
後
２
時
～
３
時
30
分

・
南
丹
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
美

山
分
室（
各
火
曜
日
）午
後
２
時
～

３
時
30
分

・
八
木
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー（
各

金
曜
日
・
一
部
水
曜
日
）午
前
10

時
15
分
～
11
時
45
分

・
八
木
市
民
セ
ン
タ
ー（
各
火
曜

日
）午
後
２
時
～
３
時
30
分

・
殿
田
と
ー
く
ほ
ー
る（
各
金
曜

日
）午
前
10
時
～
11
時
30
分

・
胡
麻
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー（
各

金
曜
日
）午
後
２
時
～
３
時
30
分

●
申
込
方
法　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
元
気

ア
ッ
プ
Ａ
Ｇ
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

お
電
話
く
だ
さ
い
。

問N
PO

法
人
元
気
ア
ッ
プ
Ａ
Ｇ

Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
横
山
）

TEL
０
８
０
－
４
２
４
２
－
４
７
３
４

健
康
づ
く
り
教
室
を
開
催
し
ま
す

●
日
時　
７
月
10
日
、
24
日（
各

水
曜
日
）午
前
10
時
30
分
～
正
午

●
場
所　
五
ケ
荘
地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー（
森
の
学
び
舎　
五
ケ
荘
）

●
内
容　

健
康
体
操
、
健
康
教

室
、
福
祉・介
護
に
関
す
る
相
談
、

サ
ロ
ン

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
住
み
よ
い
む
ら
づ
く
り
協
議
会

TEL
０
７
７
１
－
７
３
－
０
６
０
５

ホ
ッ
ト
な
南
丹
市
の
情
報
を
提
供

し
て
く
だ
さ
い

　

南
丹
市
の
イ
ベ
ン
ト
＆
観
光
、

暮
ら
し
、
移
住
情
報
を
発
信
す
る

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
公
開
し
て
い

ま
す
。

　
掲
載
可
能
な
方
は
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
か
ら
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
グ
ル

メ
、
観
光
情
報
を
お
送
り
く
だ
さ

い
。

●
サ
イ
ト
名　
い
い
ね
！
な
ん
た

ん

問
地
域
お
こ
し
協
力
隊　
矢
野

TEL
０
７
０
－
１
７
６
２
－
８
８
９
０

農
林
セ
ン
タ
ー
施
設
公
開
を
開
催

し
ま
す

　
収
穫
体
験
等
の
様
々
な
催
し
を

開
催
し
ま
す
。 

●
日
時　
８
月
７
日（
水
）

午
前
９
時
30
分
～
正
午

（
受
付
午
前
11
時
30
分
ま
で
）

●
場
所　
京
都
府
農
林
水
産
技
術

セ
ン
タ
ー 

農
林
セ
ン
タ
ー（
亀
岡

市
余
部
町
和
久
成
９
）

問
京
都
府
農
林
水
産
技
術
セ
ン
タ

ーTEL
０
７
７
１
－
２
２
－
０
４
２
４

地
域
密
着
型
の
直
売
所

「
～
自
然
の
恵
み
～
畑
郷
家
」

　
無
農
薬
・
無
化
学
肥
料
の
野
菜

と
お
米
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
・
工
芸

品
も
あ
り
ま
す
。

●
日
時　
毎
週
土
曜
日
、
日
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
場
所　
日
吉
町
畑
郷
八
坂
45
－

１問
畑
郷
家

TEL
０
１
２
０
－
３
９
－
８
５
０
８

め
ぇ
め
ぇ
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ぎ
か

ょ
！

　
め
ぇ
め
ぇ
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て

開
催
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お

電
話
で
。

●
日
時　
毎
月
第
４
土
曜
日　

午
前
10
時
～
午
後
３
時　
　

●
場
所　
八
木
町
本
町
通
り
商
店

の
駐
車
場
と
そ
の
周
辺

●
出
店
参
加
費　

年
会
費
１
店
舗
３
，
０
０
０
円

参
加
費
毎
回
１
店
１
，
０
０
０
円

●
そ
の
他　
テ
ン
ト
・
机
は
各
自

で
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

問
南
丹
や
ぎ
の
青
空
市
実
行
委
員

会（
め
ぇ
め
ぇ
マ
ー
ケ
ッ
ト
）廣
瀨

TEL
０
９
０
－
４
２
９
０
－
２
０
８
４

丹
波
自
然
運
動
公
園
か
ら
お
知
ら

せ〈
天
体
望
遠
鏡
づ
く
り
〉

●
日
時　
７
月
27
日（
土
）

午
後
３
時
～
5
時

●
場
所　
管
理
棟　
無
料
休
憩
室

●
内
容　
自
分
だ
け
の
天
体
望
遠

鏡
を
作
ろ
う
！

●
参
加
費　
３
，
５
０
０
円（
三

脚
は
別
途
料
金
・
カ
メ
ラ
三
脚
代

用
可
能
）

●
定
員　
25
人

●
対
象　
ど
な
た
で
も

●
申
込
方
法　
７
月
20
日（
土
）ま

で
に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
ご
記
入
の
上
、
は
が

き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
丹
波
自
然
運
動
公
園　

TEL
０
７
７
１
－
８
２
－
１
０
４
５

FAX
０
７
７
１
－
８
２
－
０
４
８
０

kouen@
kyoto-tanbapark.

or.jp

〒
６
２
２
－
０
２
３
２　
京
丹
波

町
曽
根
崩
下
代
１
１
０
－
７

舞
鶴
海
上
保
安
部
か
ら
の
お
願
い

　
海
で
泳
ぐ
際
は
、
監
視
員
が
い

る「
海
開
き
を
し
て
い
る
海
水
浴

場
」で
泳
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
離
岸
流
に
流
さ
れ
た
時
は
、
海

岸
に
戻
ろ
う
と
せ
ず
、
海
岸
と
平

行
に
泳
い
で
脱
出
し
ま
し
ょ
う
。

問
舞
鶴
海
上
保
安
部　

TEL
０
７
７
３
－
７
６
－
４
１
２
０

ホームページ

ウォータ―
セーフティガイド

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号



南丹市立図書館
中央図書館　TEL（0771）68－0080
八木図書室・日吉図書室・美山図書室
（休館日：毎週月曜日・祝日）

https://www.lics-saas.nexs-service.jp/nantan/

編集・発行：南丹市役所 市長公室秘書広報課
〒622-8651 京都府南丹市園部町小桜町47

TEL：0771-68-0065   FAX：0771-63-0653
URL：https://www.city.nantan.kyoto.jp/www/
e-mail：hisyo@city.nantan.ｌｇ.jp

市の花　さくら 市の木　ぶな 市の鳥　オオルリ

森・里・街・ひとがきらめくふるさと

●総人口：29,756人（−60）
　（男：14,461人

（−25）
・女：15,295人

（−35）
）

●世帯数：14,297世帯（−19）
（令和6年6月1日現在）

（　）内は前月比

　
今
号
は
南
丹
市
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
特
集
で
し
た
が
、
取
材

中
は
子
ど
も
た
ち
が
持
つ
パ
ワ

ー
に
驚
か
さ
れ
て
ば
か
り
で
し

た
。
大
人
に
な
る
と
新
し
い
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
は

敬
遠
し
が
ち
で
す
が
、
新
し
い

こ
と
に
こ
そ
ワ
ク
ワ
ク
し
、
仲

間
と
協
力
し
な
が
ら
挑
戦
す
る

子
ど
も
た
ち
の
姿
は
ま
る
で
輝

い
て
見
え
ま
し
た
。

 

編
集
後
記

広報南丹

新
刊
紹
介

No.108

　 『
ス
マ
ホ
ア
イ
』
～
眼
科
専
門
医
が

教
え
る
目
と
脳
と
体
を
守
る
方
法
～

著
者
／
松
岡
　
俊
行

発
行
／
ア
ス
コ
ム

『
か
み
さ
ま
、
い
っ
し
ょ
う
の
お
ね

が
い
！
』

作
／
と
い
　
よ
し
ひ
こ

発
行
／
国
土
社

　

著
者
／
今
村
　
翔
吾

発
行
／
講
談
社

　
主
人
公
は
、
歴
史
フ
ァ
ン
に
は
戦
国
一
の

悪
人
と
し
て
名
高
い
松
永
久
秀
。
名
前
だ
け

で
ピ
ン
と
こ
な
い
方
に
は
、
数
年
前
の
大
河

ド
ラ
マ『
麒
麟
が
く
る
』で
、
吉
田
鋼
太
郎
さ

ん
が
演
じ
た
あ
の
武
将
と
い
え
ば
、
お
分
か

り
頂
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

オ
ス
ス
メ
の
１
冊
を
紹
介
し
ま
す

　
出
自
不
明
な
が
ら
、
信
長
と
渡
り
合
っ
た

破
天
荒
な
一
代
記
で
す
が
、
戦
国
一
の
悪
人

と
は
ほ
ど
遠
い
、
仲
間
と
共
に
時
代
を
駆
け

抜
け
る
人
間
味
あ
ふ
れ
た
姿
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
傍
ら
に
は
、
苦
楽
を
共
に
し
た

弟「
甚
助
」。
彼
こ
そ
が
、
丹
波
八
木
城
の
キ

リ
シ
タ
ン
大
名
・
内
藤
ジ
ョ
ア
ン
の
父
親
だ

と
い
う
こ
と
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
村
翔
吾
さ
ん
の
小
説
の
醍
醐
味
は
、
臨

場
感
た
っ
ぷ
り
の
展
開
と
魅
力
的
な
人
物
描

写
。
こ
こ
丹
波
の
地
に
も
ゆ
か
り
が
あ
る
こ

と
を
楽
し
み
な
が
ら
、
読
ん
で
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

南丹市立図書館雑誌スポンサー募集のお知らせ
　雑誌スポンサー制度はスポンサーから雑誌
を提供いただき、最新号のカバーに広告を掲
載する制度です。雑誌コーナー充実のためご
支援お願いします。

　

今
号
の
広
報
誌
か
ら
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
山
内
隊

員
に
編
集
協
力
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。


